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1. 背景と丸紅の関わり
　タバメシ石炭火力発電事業は、南アフリカ共和国の
エネルギー省による石炭ベースロード IPP 電源プログラ
ム（CBIPPPP）の一環として建設する計画。当初の計画
では 600-1200MW1) の規模を考えていた。2015 年 11
月、丸紅は 630MW の建設計画に入札、韓国電力公社

（KEPCO）とコンソーシアムを設立した。権益比率 は、
韓電と丸紅が各 24.5％、これ以外に、南アフリカの大手
銀行や企業（Development Bank of Southern Africa, 
Standard Bank, Nedbank, ABSA, Rand Merchant 
Bank, お よ び Public Investment Corporation and 
Industrial Development Corporation）などが融資を
行うことを検討している。事業費は 21 億 4000 万ドル（約
2215 億円）。
　本事業で発電された電気は、南アフリカの国営電力会
社 Eskom と 30 年間の電力購買契約（PPA）を結んで
販売する予定。成立すれば南アフリカ初の独立系発電
事業となる。

2. ESG 課題 
気候変動影響評価に関する訴訟
　2015 年に環境 NGO アースライフ・アフリカ (ELA) が
Centre for Enviornmental Rights (CER) の弁護士と
ともに、本事業における気候変動影響評価が実施され
なかったことを理由に環境大臣に異議申し立てを行った。

低効率で、
環境への影響が大きく
深刻な汚染が懸念される

2016 年に大臣が気候変動影響評価の必要性を認めたも
のの、環境許認可は有効とされた。これに対し ELA が
環境大臣を提訴、2017 年には ELA が勝訴し、ハウテン
州高等裁判所は事業者に包括的な気候変動影響評価を
行うよう求めた 2)。その後、事業者は気候変動影響報告
書を公表 3) したが、本事業の発電単位当たりの炭素濃
度が南アフリカの他の石炭火力発電事業と比べて大きい
ことが示されていた。にもかかわらず、環境大臣は 2018
年 1 月に環境許認可を発行 4) したため、2018 年 3 月、
環 境 NGO の ELA ヨハ ネスブル グと groundWork、
CER の弁護士らが再度、環境大臣を提訴している。

OECD セクター合意に反する低効率な計画
　本事業計画は亜臨界圧とされており、同国で建設中の
他の石炭火力発電設備と比較しても効率が低い。輸出信
用案件ではないものの、本事業規模の亜臨界圧への支
援は 2015 年 11 月に合意された OECD の石炭火力セク
ター合意では原則認められていない。

大気汚染
　タバメシ石炭火力発電所の計画地周辺には、既に大
型の石炭火力発電所（Matimba と Medupi）がある。
Matimba は既に稼働を開始しており、Medupi は建
設中（一部が既に稼働を開始）となっており、SO2 着地
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濃度の基準超過が生じることが予想されている。既に、
Waterberg の特定の地域の大気質は、基準を超過して
いる。また、タバメシ石炭火力発電所事業の稼働後の大
気環境シミュレーションは、Medupi 石炭火力発電所（1-6
号機）の稼働を踏まえたものとなっていないため、このシ
ミュレーション結果は不十分である。

環境影響：水供給と水質汚染 5) 
　タバメシ石炭火力発電所が建設された場合、廃棄され
る石炭灰と増設される周辺地域のインフラ整備によって、
広い範囲の環境に影響を与えると予測されている。特に、
同発電所の建設地域は水資源が乏しいため、水供給へ
の影響が懸念される。しかし、同事業建設前の現状で
需給バランスがかろうじて保たれていることから、同事
業の冷却水用の取水が行われた場合、住民が生活に必
要な水量を確保できない可能性が高い。また、大量の石
炭灰による水質汚染も懸念されているが、廃棄される石
炭灰に含まれる物質による周辺井戸水への影響について
のモニタリングは行われる予定がなく、地下水の汚染モ
ニタリングも不十分な状況である。 

電力過剰 6)

　南アフリカでは発電量が増加し、電力需要量に対して
過剰な状況になっている。同国の最大需要量は 27GW
であるが、最大供給量は 46GW であり、2022 年には
55GW に拡大すると見込まれている。
  

PPA 契約の経済性への疑問
　Eskom と締結する予定の PPA 契約は、電力購入コス
トで Eskom にとって不利な内容となっており、Eskom
の財務リスクが懸念されている。
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概要
発電容量 630MW（315MW × 2 基）
発電方式 亜臨界圧
燃料 石炭（Exxaro の新規掘削するタバメシ鉱山および既存の Grootegeluk から搬入）
事業実施者 タバメシ電力会社（丸紅／韓国電力公社（KEPCO)　各 24.5％、現地事業者 51％）
運営 --
スケジュール 未定 (2012 年の商業運転開始を求められているが、2018 年 6 月時点で計画は進んでいない）
所在地 リンポポ州タバメシ（ヨハネスブルグの北西 300 キロ）
総事業費 20 億 US ドル  
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